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(57)【要約】
【課題】優れた防曇性及び防汚性を有し、かつ製造効率
にも優れる防曇防汚積層体などの提供。
【解決手段】　基材と、前記基材上に、表面が平滑な防
曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成
物が活性エネルギー線により硬化した硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、ラジカル
重合性不飽和基を有する親水性モノマーと、光重合開始
剤とを含有し、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記
ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーの含有
量が、６０質量％以上であり、
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角が、９０°以上で
ある防曇防汚積層体である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、前記基材上に、表面が平滑な防曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化
した硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モ
ノマーと、ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーと、光重合開始剤とを含有し
、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーが、ポリオキシアルキレン鎖を有
する（メタ）アクリレート、４級アンモニウム塩含有（メタ）アクリレート、３級アミノ
基含有（メタ）アクリレート、スルホン酸基含有モノマー、カルボン酸基含有モノマー、
リン酸基含有モノマー、及びホスホン酸基含有モノマーの少なくともいずれかであって、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーが、ラジカル重合性不飽和基とフ
ッ素及びケイ素の少なくともいずれかを有するモノマーであり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
親水性モノマーの含有量が、６０質量％以上であり、
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角が、９４．９°以上１７０°以下であり、且つ、
　前記防曇防汚層の表面のヘキサデカン接触角が４５．７°以上であることを特徴とする
防曇防汚積層体。
【請求項２】
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角が、１０７．１°以上１７０°以下であり、且つ、
　前記防曇防汚層の表面のヘキサデカン接触角が６０°以上である請求項１に記載の防曇
防汚積層体。
【請求項３】
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーが、ポリオキシアルキレン鎖を有
する（メタ）アクリレートであり、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーが、フッ素及びケイ素の少なくと
もいずれかを有する（メタ）アクリレートである請求項１から２のいずれかに記載の防曇
防汚積層体。
【請求項４】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
撥水性モノマーの含有量が、０．０１８質量％超である請求項１から３のいずれかに記載
の防曇防汚積層体。
【請求項５】
　前記基材が、樹脂製基材及び無機基材のいずれかである請求項１から４のいずれかに記
載の防曇防汚積層体。
【請求項６】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
親水性モノマーの含有量が、６０質量％～９０質量％である請求項１から５のいずれかに
記載の防曇防汚積層体。
【請求項７】
　前記防曇防汚層の平均塗布厚みが２０μｍ～５０μｍである請求項１から６のいずれか
に記載の防曇防汚積層体。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の防曇防汚積層体を表面に有することを特徴とする物
品。
【請求項９】
　請求項８に記載の物品の製造方法であって、
　前記防曇防汚積層体を加熱する加熱工程と、
　加熱された前記防曇防汚積層体を所望の形状に成形する防曇防汚積層体成形工程とを含
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むことを特徴とする物品の製造方法。
【請求項１０】
　前記加熱工程における加熱が、赤外線加熱により行われる請求項８に記載の物品の製造
方法。
【請求項１１】
　請求項１から７のいずれかに記載の防曇防汚積層体を物品の表面に積層することにより
前記物品の汚れを防ぐことを特徴とする防汚方法。
【請求項１２】
　ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーと、ラジカル重合性不飽和基を有する
撥水性モノマーと、光重合開始剤とを含有する活性エネルギー線硬化性樹脂組成物であっ
て、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーが、ポリオキシアルキレン鎖を有
する（メタ）アクリレート、４級アンモニウム塩含有（メタ）アクリレート、３級アミノ
基含有（メタ）アクリレート、スルホン酸基含有モノマー、カルボン酸基含有モノマー、
リン酸基含有モノマー、及びホスホン酸基含有モノマーの少なくともいずれかであって、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーが、ラジカル重合性不飽和基とフ
ッ素及びケイ素の少なくともいずれかを有するモノマーであり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
親水性モノマーの含有量が、６０質量％以上であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化した表面が平滑
な防曇防汚層の表面の純水接触角が、９４．９°以上１７０°以下であり、且つ、
　前記防曇防汚層の表面のヘキサデカン接触角が４５．７°以上であることを特徴とする
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項１３】
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角が、１０７．１°以上１７０°以下であり、且つ、
　前記防曇防汚層の表面のヘキサデカン接触角が６０°以上である請求項１２に記載の活
性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項１４】
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーが、ポリオキシアルキレン鎖を有
する（メタ）アクリレートであり、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーが、フッ素及びケイ素の少なくと
もいずれかを有する（メタ）アクリレートである請求項１２から１３のいずれかに記載の
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項１５】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
親水性モノマーの含有量が、６０質量％～９０質量％である請求項１２から１４のいずれ
かに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防曇性及び防汚性を有し、建築用途、産業用途、自動車用途、光学用途、太
陽電池パネルなどの広範囲に使用でき、成形加工が容易な防曇防汚積層体、前記防曇防汚
積層体を用いた物品、及びその製造方法、前記防曇防汚積層体を用いた防汚方法、並びに
、前記防曇防汚積層体の製造に使用しうる活性エネルギー線硬化性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々の物品には、その表面を装飾及び保護するために、その表面に樹脂フィルム、ガラ
スなどが貼り付けられている。
　しかし、物品の表面を装飾及び保護する樹脂フィルム、ガラスなどが曇ること及び汚れ
ることにより物品の視認性及び美観が低下することがある。
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　そのため、そのような物品の視認性及び美観の低下を防ぐために、前記樹脂フィルム及
びガラスには、防曇処理が施されている。
【０００３】
　例えば、基材表面に、下地層としてのシラン系カップリング層、吸水層としての有機無
機複合被膜、保護層としての撥水加工層を順次積層してなる防曇性被膜形成基材が提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
　しかし、この提案の技術では、基材表面に、下地層、吸水層、及び保護層の３層を積層
するため、製造効率が低いという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２３３６３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来における前記諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。即ち、本発明は、優れた防曇性及び防汚性を有し、かつ製造効率にも優れる防曇防汚積
層体、前記防曇防汚積層体を用いた物品、及びその製造方法、前記防曇防汚積層体を用い
た防汚方法、並びに、前記防曇防汚積層体の製造に使用しうる活性エネルギー線硬化性樹
脂組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するための手段としては、以下の通りである。即ち、
　＜１＞　基材と、前記基材上に、表面が平滑な防曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化
した硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モ
ノマーと、光重合開始剤とを含有し、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基を有する
親水性モノマーの含有量が、６０質量％以上であり、
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角が、９０°以上であることを特徴とする防曇防汚積
層体である。
　＜２＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、更にラジカル重合性不飽和基を有
する撥水性モノマーを含有する前記＜１＞に記載の防曇防汚積層体である。
　＜３＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ラジカル重合性不飽和基
を有する撥水性モノマーの含有量が、０．０１８質量％超である前記＜２＞に記載の防曇
防汚積層体である。
　＜４＞　前記基材が、樹脂製基材及び無機基材のいずれかである前記＜１＞から＜３＞
のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜５＞　前記＜１＞から＜４＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体を表面に有すること
を特徴とする物品である。
　＜６＞　前記＜５＞に記載の物品の製造方法であって、
　前記防曇防汚積層体を加熱する加熱工程と、
　加熱された前記防曇防汚積層体を所望の形状に成形する防曇防汚積層体成形工程とを含
むことを特徴とする物品の製造方法である。
　＜７＞　前記加熱工程における加熱が、赤外線加熱により行われる前記＜５＞に記載の
物品の製造方法である。
　＜８＞　前記＜１＞から＜４＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体を物品の表面に積層
することにより前記物品の汚れを防ぐことを特徴とする防汚方法である。
　＜９＞　ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーと、ラジカル重合性不飽和基
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を有する撥水性モノマーと、光重合開始剤とを含有する活性エネルギー線硬化性樹脂組成
物であって、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化した防曇防汚層
の表面の純水接触角が、９０°以上であることを特徴とする活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物である。
　＜１０＞　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーが、ポリオキシアルキ
レン鎖を有する（メタ）アクリレートであり、
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーが、フッ素及びケイ素の少なくと
もいずれかを有する（メタ）アクリレートである前記＜９＞に記載の活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、従来における前記諸問題を解決し、前記目的を達成することができ、
優れた防曇性及び防汚性を有し、かつ製造効率にも優れる防曇防汚積層体、前記防曇防汚
積層体を用いた物品、及びその製造方法、前記防曇防汚積層体を用いた防汚方法、並びに
、前記防曇防汚積層体の製造に使用しうる活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】図１Ａは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図１Ｄ】図１Ｄは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図１Ｅ】図１Ｅは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図１Ｆ】図１Ｆは、インモールド成形により本発明の物品を製造する一例を説明するた
めの工程図である。
【図２】図２は、本発明の物品の一例の概略断面図である（その１）。
【図３】図３は、本発明の物品の一例の概略断面図である（その２）。
【図４】図４は、本発明の物品の一例の概略断面図である（その３）。
【図５】図５は、本発明の物品の一例の概略断面図である（その４）。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（防曇防汚積層体）
　本発明の防曇防汚積層体は、基材と、防曇防汚層とを少なくとも有し、更に必要に応じ
て、その他の部材を有する。
【００１０】
＜基材＞
　前記基材としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
樹脂製基材、無機基材などが挙げられる。
【００１１】
　前記樹脂製基材の材質としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
き、例えば、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）、ポリエステル（ＴＰＥＥ）、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリイミド（Ｐ
Ｉ）、ポリアミド（ＰＡ）、アラミド、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリアクリレート、ポリ
エーテルスルフォン、ポリスルフォン、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン、ジアセ



(6) JP 2017-100452 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

チルセルロース、ポリ塩化ビニル、アクリル樹脂（ＰＭＭＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ
）、エポキシ樹脂、尿素樹脂、ウレタン樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、アクリロ
ニトリル・ブタジエン・スチレン共重合体、シクロオレフィンポリマー（ＣＯＰ）、シク
ロオレフィンコポリマー（ＣＯＣ）、ＰＣ／ＰＭＭＡ積層体、ゴム添加ＰＭＭＡなどが挙
げられる。
【００１２】
　前記無機基材の材質としては、例えば、金属酸化物（例えば、石英、サファイア、ガラ
ス等）、金属（例えば、鉄、クロム、ニッケル、モリブデン、ニオブ、銅、チタン、アル
ミニウム、亜鉛、シリコン、マグネシウム、マンガン等）、合金（例えば、前記金属の組
合せ等）などが挙げられる。
【００１３】
　前記基材は、透明性を有することが好ましい。
【００１４】
　前記基材の形状としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが
、フィルム状であることが好ましい。
　前記樹脂製基材がフィルム状の場合、前記樹脂製基材の平均厚みとしては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができるが、５μｍ～１，０００μｍが好ましく、
５０μｍ～５００μｍがより好ましい。
　前記無機基材がフィルム状の場合、前記無機基材の平均厚みとしては、特に制限はなく
、目的に応じて適宜選択することができるが、０．１ｍｍ～１００ｍｍが好ましい。
【００１５】
　前記基材の表面には、文字、模様、画像などが印刷されていてもよい。
【００１６】
　前記基材の表面には、前記防曇防汚積層体を成形加工時、前記基材と成形材料との密着
性を高めるため、又は成形加工時の成形材料の流動圧から前記文字、前記模様、及び前記
画像を保護するために、バインダー層を設けてもよい。前記バインダー層の材質としては
、アクリル系、ウレタン系、ポリエステル系、ポリアミド系、エチレンブチルアルコール
系、エチレン酢酸ビニル共重合体系等の各種バインダーの他、各種接着剤を用いることが
できる。なお、前記バインダー層は２層以上設けてもよい。使用するバインダーは、成形
材料に適した感熱性、感圧性を有するものを選択できる。
【００１７】
＜防曇防汚層＞
　前記防曇防汚層の表面の純水接触角は、９０°以上である。
　前記防曇防汚層は、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化
した硬化物である。
　前記防曇防汚層は、前記基材上に配されている。
　前記防曇防汚層は、表面が平滑である。ここで、表面が平滑であるとは、意図的に形成
された凸部又は凹部を表面に有さないことを意味する。例えば、前記防曇防汚積層体にお
いては、前記防曇防汚層を形成する際（前記硬化物を形成する際）に、物理的な加工によ
る微細な凸部又は凹部が表面に形成されていない。
　前記防曇防汚層が表面に微細な凸部又は凹部を有さないことで、マジックインキ、指紋
、汗、化粧品（ファンデーション、ＵＶプロテクターなど）等の水性汚れ及び／又は油性
汚れが付着し難い。また、例えそれらの汚れが付着した場合でもティッシュなどで容易に
除去でき、防曇特性の持続性に優れた物品を得ることができる。
【００１８】
　前記防曇防汚層自体の表面が撥水性を有することで、特開２００１－２３３６３８号公
報に記載の技術のように、吸水層、及び保護層の２層を積層する場合と比べ、耐摩耗性に
優れる防曇防汚積層体が得られる。
【００１９】
－純水接触角－
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　前記防曇防汚層の表面の純水接触角は、９０°以上であり、１００°以上が好ましく、
１１０°以上がより好ましく、１１５°以上が特に好ましい。前記純水接触角の上限値と
しては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、１７０°など
が挙げられる。
　前記純水接触角は、例えば、ＤＭ－７０１（協和界面化学株式会社製）を用い、下記条
件で楕円フィッティング法によって測定することができる。
　・蒸留水をプラスチックシリンジに入れて、その先端にステンレス製の針を取り付けて
評価面に滴下する。
　・水の滴下量：２μＬ
　・測定温度：２５℃
　水を滴下して４秒経過後の接触角を、防曇防汚層表面の任意の１０か所で測定し、その
平均値を純水接触角とする。
【００２０】
－ヘキサデカン接触角－
　前記防曇防汚層の表面のヘキサデカン接触角は、３０°以上が好ましく、６０°以上が
より好ましく、７０°以上が更により好ましく、８０°以上が特に好ましい。前記ヘキサ
デカン接触角の上限値としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば、１５０°などが挙げられる。
　前記ヘキサデカン接触角が、前記好ましい範囲内であると、表面に指紋、皮脂、汗、涙
、化粧品などが付着した場合でも、簡単に払拭することができ、優れた防曇性が維持でき
る点で有利である。
　前記ヘキサデカン接触角は、例えば、ＤＭ－７０１（協和界面化学株式会社製）を用い
、下記条件で楕円フィッティング法によって測定することができる。
　・ヘキサデカンをプラスチックシリンジに入れて、その先端にテフロンコートステンレ
ス製の針を取り付けて評価面に滴下する。
　・ヘキサデカンの滴下量：２μＬ
　・測定温度：２５℃
　ヘキサデカンを滴下して４秒経過後の接触角を、防曇防汚層表面の任意の１０か所で測
定し、その平均値をヘキサデカン接触角とする。
【００２１】
　純水接触角が上記範囲内であり、且つヘキサデカン接触角が上記範囲内であると、マジ
ックインキ、指紋、汗、化粧品（ファンデーション、ＵＶプロテクターなど）等の水性汚
れ及び／又は油性汚れが付着した場合でも、それらの汚れがバルクの下層に浸透すること
が防止される。そのため、ティッシュなどによる払拭により、汚れは容易に払拭できると
ともに、防曇性が汚れ付着前の状態に戻る。
【００２２】
－活性エネルギー線硬化性樹脂組成物－
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モ
ノマー（以下、「親水性モノマー」と称することがある）と、光重合開始剤とを少なくと
も含有し、好ましくはラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマー（以下、「撥水性
モノマー」と称することがある）を含有し、更に必要に応じて、その他の成分を含有する
。
【００２３】
－－撥水性モノマー－－
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーとしては、例えば、ラジカル重合
性不飽和基とフッ素及びケイ素の少なくともいずれかとを有するモノマーが挙げられる。
そのような撥水性モノマーとしては、例えば、フッ素及びケイ素の少なくともいずれかを
有する（メタ）アクリレートが挙げられ、更には、例えば、フッ化（メタ）アクリレート
、シリコーン（メタ）アクリレートなどが挙げられ、更に具体的には、フルオロアルキル
基を有する（メタ）アクリレート、フルオロアルキルエーテル基を有する（メタ）アクリ
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レート、ジメチルシロキサン基を有する（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
　前記撥水性モノマーは、前記親水性モノマーと相溶することが好ましい。
　ここで、本発明において、（メタ）アクリレートとは、アクリレート又はメタアクリレ
ートを意味する。（メタ）アクリロイル、（メタ）アクリルについても同様である。
【００２４】
　前記撥水性モノマーは、市販品であってもよい。
　前記フッ化（メタ）アクリレートの市販品としては、例えば、信越化学工業株式会社製
ＫＹ－１２００シリーズ、ＤＩＣ株式会社製メガファックＲＳシリーズ、ダイキン工業株
式会社製オプツールＤＡＣなどが挙げられる。
　前記シリコーン（メタ）アクリレートの市販品としては、例えば、信越化学工業株式会
社製Ｘ－２２－１６４シリーズ、エボニック社製ＴＥＧＯ　Ｒａｄシリーズなどが挙げら
れる。
【００２５】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記撥水性モノマーの含有量としては
、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、０．０１８質量％超が好
ましく、０．０１８質量％超５．０質量％未満が好ましく、０．０７５質量％～３．０質
量％がより好ましく、０．１８質量％～１．５質量％が特に好ましい。前記含有量が、５
．０質量％以上であると、硬化物の撥水性は優れるものの、ガラス転移温度が低くなるこ
とで、柔らかくなりすぎ、耐磨耗性が低下することがある。また、前記防曇防汚層中に前
記撥水性モノマーの反応物が多く存在する結果、呼気防曇性が低下することがある。なお
、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が揮発分（例えば、有機溶剤）を含有する場合
、前記含有量は、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成部物の不揮発分に対する含有量で
ある。
【００２６】
－－親水性モノマー－－
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーとしては、例えば、ポリオキシア
ルキレン鎖を有する（メタ）アクリレート、４級アンモニウム塩含有（メタ）アクリレー
ト、３級アミノ基含有（メタ）アクリレート、スルホン酸基含有モノマー、カルボン酸基
含有モノマー、リン酸基含有モノマー、ホスホン酸基含有モノマーなどが挙げられる。こ
れらは、単官能モノマーであってもよいし、多官能モノマーであってもよい。
　前記ポリオキシアルキレン鎖としては、例えば、ポリオキシエチレン鎖、ポリオキシプ
ロピレン鎖などが挙げられる。これらの中でも、ポリオキシエチレン鎖が、親水性に優れ
る点で好ましい。
【００２７】
　前記親水性モノマーとしては、例えば、多価アルコール（ポリオール又はポリヒドロキ
シ含有化合物）と、アクリル酸、メタクリル酸及びそれらの誘導体からなる群から選択さ
れる化合物との反応によって得られるモノ若しくはポリアクリレート、又はモノ若しくは
ポリメタクリレートなどが挙げられる。前記多価アルコールとしては、例えば、２価のア
ルコール、３価のアルコール、４価以上のアルコールなどが挙げられる。前記２価のアル
コールとしては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、テトラエチレングリコール、数平均分子量が３００～１，０００のポリエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－プロパンジオ
ール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール
、ネオペンチルグリコール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２，２’－チオジ
エタノール、１，４－シクロヘキサンジメタノールなどが挙げられる。前記３価のアルコ
ールとしては、例えば、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ペンタグリセ
ロール、グリセロール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，６－ヘキサントリオー
ルなどが挙げられる。前記４価以上のアルコールとしては、例えば、ペンタエリスリトー
ル、ジグリセロール、ジペンタエリスリトールなどが挙げられる。
【００２８】
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　前記ポリオキシアルキレン鎖を有する（メタ）アクリレートとしては、例えば、ポリエ
チレングリコール（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコール（メタ）アクリレー
ト、エトキシ化グリセリン（メタ）アクリレート、エトキシ化ペンタエリスリトールテト
ラ（メタ）アクリレートなどが挙げられる。前記ポリエチレングリコール（メタ）アクリ
レートとしては、例えば、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレートなどが
挙げられる。前記ポリエチレングリコール（メタ）アクリレートにおけるポリエチレング
リコールユニットの分子量としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、３００～１，０００などが挙げられる。前記メトキシポリエチレングリコ
ール（メタ）アクリレートとしては、市販品を用いることができる。前記市販品としては
、例えば、ＭＥＰＭ－１０００（第一工業製薬株式会社製）などが挙げられる。
　これらの中でも、エトキシ化グリセリン（メタ）アクリレート、エトキシ化ペンタエリ
スリトールテトラ（メタ）アクリレートが、防曇防汚層の適度な硬度と親水性とを両立で
きる点から、好ましい。
【００２９】
　前記４級アンモニウム塩含有（メタ）アクリレートとしては、例えば、（メタ）アクリ
ロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエ
チルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエチルジメ
チルグリシジルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエチルトリメチル
アンモニウムメチルサルフェート、（メタ）アクリロイルオキシジメチルエチルアンモニ
ウムエチルサルフェート、（メタ）アクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウム－
ｐ－トルエンスルフォネート、（メタ）アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム
クロライド、（メタ）アクリルアミドプロピルジメチルベンジルアンモニウムクロライド
、（メタ）アクリルアミドプロピルジメチルグリシジルアンモニウムクロライド、（メタ
）アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムメチルサルフェート、（メタ）アクリ
ルアミドプロピルジメチルエチルアンモニウムエチルサルフェート、（メタ）アクリルア
ミドプロピルトリメチルアンモニウム－ｐ－トルエンスルフォネートなどが挙げられる。
【００３０】
　前記３級アミノ基含有（メタ）アクリレートとしては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミ
ド、ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、１，２，２，６，６－ペンタメチ
ルピペリジル（メタ）アクリレート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジル（メタ）
アクリレートなどが挙げられる。
【００３１】
　前記スルホン酸基含有モノマーとしては、例えば、ビニルスルホン酸、アリルスルホン
酸、ビニルトルエンスルホン酸、スチレンスルホン酸、スルホン酸基含有（メタ）アクリ
レートなどが挙げられる。前記スルホン酸基含有（メタ）アクリレートとしては、例えば
、（メタ）アクリル酸スルホエチル、（メタ）アクリル酸スルホプロピル、２－アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸、末端スルホン酸変性ポリエチレングリコールモ
ノ（メタ）クリレートなどが挙げられる。これらは、塩を形成していてもよい。前記塩と
しては、例えば、ナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩などが挙げられる。
【００３２】
　前記カルボン酸基含有モノマーとしては、例えば、アクリル酸、メタクリル酸などが挙
げられる。
【００３３】
　前記リン酸基含有モノマーとしては、例えば、リン酸エステルを有する（メタ）アクリ
レートなどが挙げられる。
【００３４】
　前記親水性モノマーは、多官能の親水性モノマーであることが好ましい。
【００３５】
　前記親水性モノマーの分子量としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
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とができるが、２００以上が好ましい。
【００３６】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記親水性モノマーの含有量は、６０
質量％以上であり、６０質量％～９９．９質量％が好ましく、６３質量％～９５質量％が
より好ましく、６５質量％～９０質量％が特に好ましい。なお、前記活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物が揮発分（例えば、有機溶剤）を含有する場合、前記含有量は、前記活性
エネルギー線硬化性樹脂組成部物の不揮発分に対する含有量である。
【００３７】
－－光重合開始剤－－
　前記光重合開始剤としては、例えば、光ラジカル重合開始剤、光酸発生剤、ビスアジド
化合物、ヘキサメトキシメチルメラミン、テトラメトキシグリコユリルなどが挙げられる
。
　前記光ラジカル重合開始剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができ、例えば、エトキシフェニル（２，４，６－トリメチルベンゾイル）ホスフィンオ
キシド、ビス（２，６－ジメチルベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルフォス
フィンオキシド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－２，４，４－トリメチル
ペンチルフォスフィンオキシド、ビス（２，６－ジクロルベンゾイル）－２，４，４－ト
リメチルペンチルフォスフィンオキシド、１－フェニル２－ヒドロキシ－２メチルプロパ
ン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、１－（４－イソプロピル
フェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１，２－ジフェニルエタ
ンジオン、メチルフェニルグリオキシレートなどが挙げられる。
【００３８】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記光重合開始剤の含有量としては、
特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、０．１質量％～１０質量％
が好ましく、０．５質量％～８質量％がより好ましく、１質量％～５質量％が特に好まし
い。なお、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が揮発分（例えば、有機溶剤）を含有
する場合、前記含有量は、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成部物の不揮発分に対する
含有量である。
【００３９】
－－その他の成分－－
　前記その他の成分としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、ウレタン（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸基含有（メタ）アクリレート、
フィラーなどが挙げられる。
　これらは、前記防曇防汚層の伸び率、硬度などを調整するために用いることがある。
【００４０】
　前記ウレタン（メタ）アクリレートとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択
することができ、例えば、脂肪族ウレタン（メタ）アクリレート、芳香族ウレタン（メタ
）アクリレートなどが挙げられる。これらの中でも、脂肪族ウレタン（メタ）アクリレー
トが好ましい。
【００４１】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記ウレタン（メタ）アクリレートの
含有量としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、１０質量
％～４５質量％が好ましく、１５質量％～４０質量％がより好ましく、２０質量％～３５
質量％が特に好ましい。なお、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が揮発分（例えば
、有機溶剤）を含有する場合、前記含有量は、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成部物
の不揮発分に対する含有量である。
【００４２】
　前記フィラーとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、シリカ、ジルコニア、チタニア、酸化錫、酸化インジウム錫、アンチモンドープ酸化
錫、五酸化アンチモンなどが挙げられる。前記シリカとしては、例えば、中実シリカ、中
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空シリカなどが挙げられる。
【００４３】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、使用時には、有機溶剤を用いて希釈して用
いることができる。前記有機溶剤としては、例えば、芳香族系溶媒、アルコール系溶媒、
エステル系溶媒、ケトン系溶媒、グリコールエーテル系溶媒、グリコールエーテルエステ
ル系溶媒、塩素系溶媒、エーテル系溶媒、Ｎ－メチルピロリドン、ジメチルホルムアミド
、ジメチルスルホキシド、ジメチルアセトアミドなどが挙げられる。
【００４４】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、活性エネルギー線が照射されることにより
硬化する。前記活性エネルギー線としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、例えば、電子線、紫外線、赤外線、レーザー光線、可視光線、電離放射線（
Ｘ線、α線、β線、γ線等）、マイクロ波、高周波などが挙げられる。
【００４５】
　前記防曇防汚層のマルテンス硬度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができるが、５Ｎ／ｍｍ２～３００Ｎ／ｍｍ２が好ましく、１０Ｎ／ｍｍ２～２９
０Ｎ／ｍｍ２がより好ましく、１５Ｎ／ｍｍ２～２８０Ｎ／ｍｍ２が特に好ましい。前記
防曇防汚積層体を成形加工する際、例えば、ポリカーボネートの射出成形時には、防曇防
汚積層体は、２９０℃、２００ＭＰａで加熱加圧される。前記マルテンス硬度が、５Ｎ／
ｍｍ２未満であると、前記防曇防汚積層体を製造又は成形加工する際のハンドリング及び
面清掃等の、通常使用時の面清掃などで前記防曇防汚層に傷が入り易いことがある。前記
マルテンス硬度が、３００Ｎ／ｍｍ２を超えると、成形加工時、前記防曇防汚層にクラッ
クが発生したり、前記防曇防汚層が剥離することがある。前記マルテンス硬度が、前記特
に好ましい範囲内であると、前記防曇防汚積層体を、防曇性能を劣化させることなく、且
つ傷付き、クラック、剥離等の不良を発生させることなく、様々な三次元形状に容易に成
形加工できる点で有利である。
　なお、前記防曇防汚積層体を成形加工後、前記防曇防汚層には射出成形工程にて高温高
圧が加わるため、成形加工前よりも前記防曇防汚層のマルテンス硬度が高まることがある
。
　前記マルテンス硬度は、例えば、ＰＩＣＯＤＥＮＴＯＲ　ＨＭ５００（商品名；フィッ
シャー・インストルメンツ社製）を用いて測定できる。荷重１ｍＮ／２０ｓとし、針とし
てダイアモンド錐体を用い、面角１３６°で測定する。
【００４６】
　前記防曇防汚層の鉛筆硬度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができるが、Ｂ～４Ｈが好ましく、ＨＢ～４Ｈがより好ましく、Ｆ～４Ｈが特に好ましい
。前記鉛筆硬度が、Ｂ未満である（Ｂより柔らかい）と、前記防曇防汚積層体を製造又は
成形加工する際のハンドリングや面清掃等の、通常使用時の面清掃などで前記防曇防汚層
に傷が入り易い。前記鉛筆硬度が、４Ｈを超える（４Ｈより硬い）と、成形加工時、前記
防曇防汚層にクラックが発生したり、前記防曇防汚層が剥離することがある。前記鉛筆硬
度が、前記特に好ましい範囲内であると、前記防曇防汚積層体を、防曇性能を劣化させる
ことなく、且つ傷付き、クラック、剥離等の不良を発生させることなく、様々な三次元形
状に容易に成形加工できる点で有利である。
　なお、前記防曇防汚積層体を成形加工後、前記防曇防汚層には射出成形工程にて高温高
圧が加わるため、成形加工前よりも前記防曇防汚層の鉛筆硬度が高まることがある。
　前記鉛筆硬度は、ＪＩＳ　Ｋ　５６００－５－４に従って測定する。
【００４７】
　前記防曇防汚層の平均厚みとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができるが、１μｍ～１００μｍが好ましく、４μｍ～５０μｍがより好ましく、１０μ
ｍ～３０μｍが特に好ましい。前記平均厚みが、好ましい範囲内であると、防曇性が優れ
、干渉ムラが低減し、また生産性に優れる点で有利である。前記平均厚みが、特に好まし
い範囲内であると、干渉ムラをより低減させることができる。
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【００４８】
＜その他の部材＞
　前記その他の部材としては、アンカー層、保護層などが挙げられる。
【００４９】
－アンカー層－
　前記アンカー層は、前記基材と、前記防曇防汚層との間に配される層である。
　前記アンカー層を配することにより、前記基材と前記防曇防汚層との接着性を向上でき
る。
　前記アンカー層の屈折率は、干渉ムラを防止するために、前記防曇防汚層の屈折率と近
いことが好ましい。そのため、前記アンカー層の屈折率は、前記防曇防汚層の屈折率の±
０．１０以内が好ましく、±０．０５以内がより好ましい。または、前記アンカー層の屈
折率は、前記防曇防汚層の屈折率と前記基材の屈折率との間であることが好ましい。
【００５０】
　前記アンカー層は、例えば、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布することにより
形成できる。即ち、前記アンカー層は、例えば、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活
性エネルギー線により硬化した硬化物である。前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物と
しては、例えば、ウレタン（メタ）アクリレートと、光重合開始剤とを少なくとも含有し
、更に必要に応じて、その他の成分を含有する活性エネルギー線硬化性樹脂組成物などが
挙げられる。前記ウレタン（メタ）アクリレート、前記光重合開始剤としては、例えば、
前記防曇防汚層の説明において例示した前記ウレタン（メタ）アクリレート、前記光重合
開始剤がそれぞれ挙げられる。前記塗布の方法としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、例えば、ワイヤーバーコーティング、ブレードコーティング、
スピンコーティング、リバースロールコーティング、ダイコーティング、スプレーコーテ
ィング、ロールコーティング、グラビアコーティング、マイクログラビアコーティング、
リップコーティング、エアーナイフコーティング、カーテンコーティング、コンマコート
法、ディッピング法などが挙げられる。
【００５１】
　前記基材が無機基材の場合、前記アンカー層の材料としては、例えば、シランカップリ
ング剤、チタネートカップリング剤、アルミネートカップリング剤などが挙げられる。こ
れらは、ラジカル重合性不飽和基を有することが好ましい。
　前記基材が無機基材の場合の前記アンカー層の形成方法としては、例えば、前記材料を
溶かした溶液を前記無機基材上に塗布し、溶媒を乾燥させた後、加熱処理を所定時間行う
方法などが挙げられる。
　前記溶液に使用する溶媒としては、前記材料を溶解するものを選択する。例えば、水、
アルコール（例えば、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、ｉ－プロパノール、
ｎ－ブタノール、ｉ－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔｅｒｔ－ブタノール等）、ア
ノン（例えば、シクロヘキサノン、シクロペンタノン）、アミド（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルホルムアミド：ＤＭＦ）、スルフィド（例えば、ジメチルスルホキシド：ＤＭＳＯ）
などから選択される少なくとも１種類以上が使用される。
　塗布の方法としては、特に限定されるものではなく公知の塗布法を用いることができる
。公知の塗布法としては、例えば、マイクログラビアコート法、ワイヤーバーコート法、
ダイレクトグラビアコート法、ダイコート法、ディップ法、スプレーコート法、リバース
ロールコート法、カーテンコート法、コンマコート法、ナイフコート法、スピンコート法
、凸版印刷、オフセット印刷、グラビア印刷、凹版印刷、ゴム版印刷、スクリーン印刷、
インクジェット印刷などが挙げられる。
　加熱温度としては、例えば、８０℃以上２００℃以下である。加熱時間は、例えば、１
分間以上１２時間以内である。
【００５２】
　前記アンカー層の平均厚みとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができるが、１ｎｍ～１００μｍが好ましく、０．０１μｍ～１０μｍがより好ましく、
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０．１μｍ～５μｍが更により好ましく、０．３μｍ～３μｍが特に好ましい。
【００５３】
　なお、前記アンカー層には、反射率低減や帯電防止の機能を付与してもよい。
【００５４】
－保護層－
　前記保護層は、前記防曇防汚層の表面（純水接触角が９０°以上である表面）を保護す
る層である。
　前記保護層は、前記防曇防汚積層体を用いて後述する物品を製造する際に、前記表面を
保護する。
　前記保護層は、前記防曇防汚樹脂層の前記表面上に配される。
【００５５】
　前記保護層の材質としては、例えば、前記アンカー層と同様の材質が挙げられる。
【００５６】
　前記防曇防汚積層体の伸び率としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができるが、１０％以上が好ましく、１０％～２００％がより好ましく、４０％～１５
０％が特に好ましい。前記伸び率が、１０％未満であると、成形加工が困難になることが
ある。前記伸び率が、前記特に好ましい範囲内であると、成形加工性に優れる点で有利で
ある。
　前記伸び率は、例えば、以下の方法により求めることができる。
　前記防曇防汚積層体を、長さ１０．５ｃｍ×幅２．５ｃｍの短冊状にして測定試料とす
る。得られた測定試料の引張り伸び率を引張り試験機（オートグラフＡＧ－５ｋＮＸｐｌ
ｕｓ、株式会社島津製作所製）で測定（測定条件：引張り速度＝１００ｍｍ／ｍｉｎ；チ
ャック間距離＝８ｃｍ）する。前記伸び率の測定においては、前記樹脂製基材の品種によ
って測定温度が異なり、前記伸び率は、前記樹脂製基材の軟化点近傍又は軟化点以上の温
度で測定する。具体的には、１０℃～２５０℃の間である。例えば、前記樹脂製基材が、
ポリカーボネートやＰＣ／ＰＭＭＡ積層体の場合は、１５０℃で測定するのが好ましい。
【００５７】
　前記防曇防汚積層体は、前記防曇防汚積層体の面内におけるＸ方向とＹ方向の加熱収縮
率差が小さい方が好ましい。前記防曇防汚積層体の前記Ｘ方向と前記Ｙ方向とは、例えば
、防曇防汚積層体がロール形状の場合、ロールの長手方向と幅方向とに相当する。成形時
の加熱工程に使用する加熱温度にて、防曇防汚積層体におけるＸ方向の加熱収縮率とＹ方
向の加熱収縮率との差は５％以内であることが好ましい。この範囲外であると、成形加工
時に、前記防曇防汚層に剥離やクラックが発生したり、樹脂製基材の表面に印刷された前
記文字、前記模様、前記画像などが変形や位置ズレを起こしてしまい、成形加工が困難に
なることがある。
【００５８】
　前記防曇防汚積層体は、熱曲げ用フィルム、インモールド成形用フィルム、インサート
成形用フィルム、オーバーレイ成形用フィルムに特に適している。
【００５９】
　前記防曇防汚積層体の製造方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができるが、後述する防曇防汚積層体の製造方法が好ましい。
【００６０】
＜防曇防汚積層体の製造方法＞
　前記防曇防汚積層体の製造方法は、未硬化樹脂層形成工程と、防曇防汚層形成工程とを
少なくとも含み、更に必要に応じて、その他の工程を含む。
　前記防曇防汚積層体の製造方法は、本発明の前記防曇防汚積層体を製造する方法である
。
【００６１】
＜＜未硬化樹脂層形成工程＞＞
　前記未硬化樹脂層形成工程としては、基材上に活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗
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布して未硬化樹脂層を形成する工程であれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができる。
【００６２】
　前記基材としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
本発明の前記防曇防汚積層体の説明において例示した前記基材などが挙げられる。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、本発明の前記防曇防汚積層体の前記防曇防汚層の説明にお
いて例示した前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物などが挙げられる。
【００６３】
　前記未硬化樹脂層は、前記基材上に前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布して
、必要に応じて乾燥を行うことにより形成される。前記未硬化樹脂層は、固体の膜であっ
てもよいし、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物に含有される低分子量の硬化性成分
によって流動性を有した膜であってもよい。
【００６４】
　前記塗布の方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、ワイヤーバーコーティング、ブレードコーティング、スピンコーティング、リバー
スロールコーティング、ダイコーティング、スプレーコーティング、ロールコーティング
、グラビアコーティング、マイクログラビアコーティング、リップコーティング、エアー
ナイフコーティング、カーテンコーティング、コンマコート法、ディッピング法などが挙
げられる。
【００６５】
　前記未硬化樹脂層は、活性エネルギー線が照射されていないため、硬化していない。
【００６６】
　前記未硬化樹脂層形成工程においては、アンカー層が形成された前記基材の前記アンカ
ー層上に前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布して前記未硬化樹脂層を形成して
もよい。
　前記アンカー層としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、本発明の前記防曇防汚積層体の説明において例示した前記アンカー層などが挙げら
れる。
【００６７】
＜＜防曇防汚層形成工程＞＞
　前記防曇防汚層形成工程としては、前記未硬化樹脂層に活性エネルギー線を照射し前記
未硬化樹脂層を硬化させて、防曇防汚層を形成する工程あれば、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができる。
　前記防曇防汚層を形成する際、微細な凸部又は凹部を表面に形成するための物理的な加
工は行われない。
【００６８】
　前記活性エネルギー硬化性樹脂組成物が、前記撥水性モノマーと、前記親水性モノマー
とを有することにより、得られる防曇防汚層においては、低表面エネルギー成分が表面に
局在化する一方で、前記防曇防汚層中には、親水性成分（吸水性成分）が存在する。そう
することにより、水滴は、前記防曇防汚層の表面において撥水化され、水蒸気は、防曇防
汚層中に捕捉されやすくなる。その結果、より優れた防曇性が得られる。
【００６９】
－活性エネルギー線－
　前記活性エネルギー線としては、前記未硬化樹脂層を硬化させる活性エネルギー線であ
れば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、本発明の前記防
曇防汚積層体の説明において例示した前記活性エネルギー線などが挙げられる。
【００７０】
（活性エネルギー線硬化性樹脂組成物）
　本発明の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、ラジカル重合性不飽和基を有する親水
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性モノマーと、ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーと、光重合開始剤とを少
なくとも含有し、更に必要に応じて、その他の成分を含有する。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が活性エネルギー線により硬化した防曇防汚層
の表面の純水接触角は、９０°以上である。前記防曇防汚層の表面の純水接触角は、例え
ば、平均厚み４μｍの前記防曇防汚層を作製し、前述の測定方法により、測定される。前
記防曇防汚層の特性としては、例えば、前記防曇防汚積層体の説明において例示した特性
が挙げられ、好ましい態様も前記防曇防汚積層体の説明において例示した態様が挙げられ
る。
【００７１】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の成分としては、例えば、前記防曇防汚積層体
の説明において例示した前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の各成分などが挙げられ
る。好ましい態様も、前記防曇防汚積層体の説明において例示した態様が挙げられる。
　即ち、前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマーとしては、例えば、前記防
曇防汚積層体の説明において例示した前記ラジカル重合性不飽和基を有する親水性モノマ
ーなどが挙げられる。含有量等の好ましい態様も、前記防曇防汚積層体の説明において例
示した態様が挙げられる。
　前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーとしては、例えば、前記防曇防汚
積層体の説明において例示した前記ラジカル重合性不飽和基を有する撥水性モノマーなど
が挙げられる。含有量等の好ましい態様も、前記防曇防汚積層体の説明において例示した
態様が挙げられる。
【００７２】
（物品）
　本発明の物品は、本発明の前記防曇防汚積層体を表面に有し、更に必要に応じて、その
他の部材を有する。
　前記物品としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
ガラス窓、冷蔵・冷凍ショーケース、自動車のウインドウ等の窓材、浴室内の鏡、自動車
サイドミラー等の鏡、浴室の床及び壁、太陽電池パネル、防犯監視カメラなどが挙げられ
る。
　また、前記物品は、眼鏡、ゴーグル、ヘルメット、レンズ、マイクロレンズアレイ、自
動車のヘッドライトカバー、フロントパネル、サイドパネル、リアパネルなどであっても
よい。これらは、インモールド成形、インサート成形、オーバーレイ成形により形成され
ることが好ましい。
【００７３】
　前記防曇防汚積層体は、前記物品の表面の一部に形成されていてもよいし、全面に形成
されていてもよい。
【００７４】
　前記物品の製造方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
るが、後述する本発明の物品の製造方法が好ましい。
【００７５】
（物品の製造方法）
　本発明の物品の製造方法は、加熱工程と、防曇防汚積層体成形工程と、を少なくとも含
み、更に必要に応じて、射出成形工程やキャスト成形工程などのその他の工程を含む。
　前記物品の製造方法は、本発明の前記物品の製造方法である。
【００７６】
＜加熱工程＞
　前記加熱工程としては、防曇防汚積層体を加熱する工程であれば、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができる。
　前記防曇防汚積層体は、本発明の前記防曇防汚積層体である。
【００７７】
　前記加熱としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、赤外
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線加熱或いは高温雰囲気への暴露であることが好ましい。
　前記加熱の温度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが
、前記樹脂製基材のガラス転移温度近傍若しくはガラス転移温度以上であることが好まし
い。
　前記加熱の時間としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００７８】
＜防曇防汚積層体成形工程＞
　前記防曇防汚積層体成形工程としては、加熱された前記防曇防汚積層体を所望の形状に
成形する工程であれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、所定の金型に密着させて、空気圧により、所望の形状に成形する工程などが挙げられる
。
【００７９】
＜射出成形工程＞
　前記防曇防汚積層体成形工程の後、必要に応じて、射出成形工程を行ってもよい。
　前記射出成形工程としては、所望の形状に成形された前記防曇防汚積層体の樹脂製基材
側に成形材料を射出し、前記成形材料を成形する工程であれば、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができる。
【００８０】
　前記成形材料としては、例えば、樹脂などが挙げられる。前記樹脂としては、例えば、
オレフィン系樹脂、スチレン系樹脂、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル－ブタジエン－スチ
レン共重合体）、ＡＳ樹脂（アクリロニトリル－スチレン共重合体）、アクリル系樹脂、
ウレタン系樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂、ポリフェニレンオキシド・ポ
リスチレン系樹脂、ポリカーボネート、ポリカーボネート変性ポリフェニレンエーテル、
ポリエチレンテレフタレート、ポリスルホン、ポリフェニレンサルファイド、ポリフェニ
レンオキシド、ポリエーテルイミド、ポリイミド、ポリアミド、液晶ポリエステル、ポリ
アリル系耐熱樹脂、各種複合樹脂、各種変性樹脂などが挙げられる。
【００８１】
　前記射出の方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、所定の金型に密着させた前記防曇防汚積層体の樹脂製基材側に、溶融した前記成形
材料を流し込む方法などが挙げられる。
【００８２】
＜キャスト成形工程＞
　前記防曇防汚積層体成形工程の後、必要に応じて、キャスト成形工程を行ってもよい。
　前記キャスト成形工程としては、所望の形状に成形された前記防曇防汚積層体の樹脂製
基材側に、溶液に溶解させた樹脂材料を流し込み、前記樹脂材料を固化させて成形する工
程であれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００８３】
　前記物品の製造方法は、インモールド成形装置、インサート成形装置、オーバーレイ成
形装置を用いて行うことが好ましい。
【００８４】
　ここで、本発明の物品の製造方法の一例を、図を用いて説明する。この製造方法はイン
モールド成形装置を用いた製造方法である。
　まず、防曇防汚積層体５００を加熱する。加熱は、赤外線加熱、或いは高温雰囲気への
暴露が好ましい。
　続いて、図１Ａに示すように、加熱した防曇防汚積層体５００を、第１金型５０１と第
２金型５０２との間の所定の位置に配置する。このとき、防曇防汚積層体５００の樹脂製
基材が第１金型５０１を向き、防曇防汚層が第２金型５０２を向くように配置する。図１
Ａにおいて、第１金型５０１は、固定型であり、第２金型５０２は、可動型である。
【００８５】
　第１金型５０１と第２金型５０２との間に防曇防汚積層体５００を配置した後、第１金
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型５０１と第２金型５０２とを型締めする。続いて、第２金型５０２のキャビティ面に開
口されている吸引穴５０４で防曇防汚積層体５００を吸引して、第２金型５０２のキャビ
ティ面に防曇防汚積層体５００を装着する。そうすることにより、キャビティ面が防曇防
汚積層体５００で賦形される。また、このとき、図示されていないフィルム押さえ機構で
防曇防汚積層体５００の外周を固定し位置決めしてもよい。その後、防曇防汚積層体５０
０の不要な部位をトリミングする（図１Ｂ）。
　なお、第２金型５０２が吸引穴５０４を有さず、第１金型５０１に圧空孔（図示せず）
を有する場合には、第１金型５０１の圧空孔から防曇防汚積層体５００に圧空を送ること
により、第２金型５０２のキャビティ面に防曇防汚積層体５００を装着する。
【００８６】
　続いて、防曇防汚積層体５００の樹脂製基材に向けて、第１金型５０１のゲート５０５
から溶融した成形材料５０６を射出し、第１金型５０１と第２金型５０２を型締めして形
成したキャビティ内に注入する（図１Ｃ）。これにより、溶融した成形材料５０６がキャ
ビティ内に充填される（図１Ｄ）。更に、溶融した成形材料５０６の充填完了後、溶融し
た成形材料５０６を所定の温度まで冷却して固化する。
【００８７】
　その後、第２金型５０２を動かして、第１金型５０１と第２金型５０２とを型開きする
（図１Ｅ）。そうすることにより、成形材料５０６の表面に防曇防汚積層体５００が形成
され、かつ所望の形状にインモールド成形された物品５０７が得られる。
　最後に、第１金型５０１から突き出しピン５０８を押し出して、得られた物品５０７を
取り出す。
【００８８】
　前記オーバーレイ成形装置を用いる場合の製造方法は、下記の通りである。これは、防
曇防汚積層体を成形材料の表面に直接加飾する工程であり、その一例としては、ＴＯＭ（
Ｔｈｒｅｅ　ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ　Ｏｖｅｒｌａｙ　Ｍｅｔｈｏｄ）工法が挙げられる。
前記ＴＯＭ工法を用いた本発明の物品の製造方法の一例を下記に説明する。
　まず、固定枠に固定された防曇防汚積層体によって分断された装置内の両空間について
、真空ポンプ等で空気を吸引し、前記両空間内を真空引きする。
　この時、片側の空間に事前に射出成形した成形材料を設置しておく。同時に、防曇防汚
積層体が軟化する所定の温度になるまで赤外線ヒーターで加熱する。防曇防汚積層体が加
熱され軟化したタイミングで、装置内空間の成形材料がない側に大気を送り込むことによ
り真空雰囲気下で、成形材料の立体形状に、防曇防汚積層体をしっかりと密着させる。必
要に応じ、さらに大気を送り込んだ側からの圧空押付けを併用してもよい。防曇防汚積層
体が成形体に密着した後、得られた加飾成形品を固定枠から外す。真空成形は、通常８０
℃～２００℃、好ましくは１１０℃～１６０℃程度で行われる。
【００８９】
　オーバーレイ成形の際には、前記防曇防汚積層体と前記成形材料とを接着するために、
前記防曇防汚積層体の防曇防汚層面とは反対側の面に粘着層を設けてもよい。前記粘着層
としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、アクリル系
粘着剤、ホットメルト接着剤などが挙げられる。前記粘着層の形成方法としては、特に制
限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前記樹脂製基材上に前記防曇
防汚層を形成後に、前記樹脂製基材の前記防曇防汚層側とは逆側に、粘着層用塗工液を塗
工して、前記粘着層を形成する方法などが挙げられる。また、剥離シート上に粘着層用塗
工液を塗工して前記粘着層を形成した後に、前記樹脂製基材と前記剥離シート上の前記粘
着層とをラミネートして、前記樹脂製基材上に前記粘着層を積層してもよい。
【００９０】
　ここで、本発明の物品の一例を図を用いて説明する。
　図２～図５は、本発明の物品の一例の概略断面図である。
【００９１】
　図２の物品は、成形材料５０６と、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２とを有し、
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成形材料５０６上に、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２とがこの順で積層されてい
る。
　この物品は、例えば、インサート成形により製造できる。
【００９２】
　図３の物品は、成形材料５０６と、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２と、ハード
コート層６００とを有し、成形材料５０６上に、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２
とがこの順で積層されている。また、成形材料５０６の樹脂製基材２１１側と反対側には
、ハードコート層６００が形成されている。
　この物品は、例えば、図２の物品を製造後、防曇防汚層２１２上に保護層を形成した後
で、成形材料５０６の表面にハードコート層６００を、成形材料５０６をハードコート液
に浸漬、その後乾燥、硬化させること等により形成し、更に、保護層を剥離することで製
造できる。なお、防曇防汚層が平滑面であり、純水接触角が前述の範囲内であり、且つヘ
キサデカン接触角が前述の範囲内である場合、防曇防汚層がハードコート液をはじくため
、保護層を形成せずとも、防曇防汚層上にはハードコートが形成されず、成形材料５０６
の樹脂製基材２１１側と反対側にのみハードコート層６００が形成されるため、生産性に
優れる。
【００９３】
　図４の物品は、成形材料５０６と、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２とを有し、
成形材料５０６の両側に、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２とがこの順に積層され
ている。
【００９４】
　図５の物品は、成形材料５０６と、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２と、光学フ
ィルム６０１とを有し、成形材料５０６上に、樹脂製基材２１１と、防曇防汚層２１２と
がこの順で積層されている。成形材料５０６の樹脂製基材２１１側と反対側には、光学フ
ィルム６０１が形成されている。光学フィルム６０１としては、例えば、ハードコートフ
ィルム、反射防止フィルム、防眩フィルム、偏光フィルムなどが挙げられる。
　図４又は図５に示す物品は、例えば、ダブルインサート成形により製造できる。ダブル
インサート成形は、両面積層フィルム一体品を成形する方法であって、例えば、特開平０
３－１１４７１８号公報に記載の方法などを用いて行うことができる。
【００９５】
（防汚方法）
　本発明の防汚方法は、本発明の前記防曇防汚積層体を物品の表面に積層することにより
前記物品の汚れを防ぐ方法である。
【００９６】
　前記物品としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
ガラス窓、冷蔵・冷凍ショーケース、自動車のウインドウ等の窓材、浴室内の鏡、自動車
サイドミラー等の鏡、浴室の床及び壁、太陽電池パネル、防犯監視カメラなどが挙げられ
る。
　また、前記物品は、眼鏡、ゴーグル、ヘルメット、レンズ、マイクロレンズアレイ、自
動車のヘッドライトカバー、フロントパネル、サイドパネル、リアパネルなどであっても
よい。これらは、インモールド成形、インサート成形により形成されることが好ましい。
【００９７】
　前記物品の表面に前記防曇防汚積層体を積層する方法としては、特に制限はなく、目的
に応じて適宜選択することができ、例えば、前記物品の表面に前記防曇防汚積層体を貼り
付ける方法などが挙げられる。また、本発明の前記物品の製造方法によっても、前記物品
の表面に前記防曇防汚積層体を積層することができる。
【実施例】
【００９８】
　以下、本発明の実施例を説明するが、本発明は、これらの実施例に何ら限定されるもの
ではない。
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【００９９】
＜純水接触角＞
　純水接触角は、接触角計であるＤＭ－７０１（協和界面化学株式会社製）を用いて、下
記条件で楕円フィッティング法によって測定した。
　・蒸留水をプラスチックシリンジに入れて、その先端にステンレス製の針を取り付けて
評価面に滴下した。
　・水の滴下量：２μＬ
　・測定温度：２５℃
　水を滴下して４秒経過後の接触角を、防曇防汚層表面の任意の１０か所で測定し、その
平均値を純水接触角とした。
【０１００】
＜ヘキサデカン接触角＞
　ヘキサデカン接触角は、接触角計であるＤＭ－７０１（協和界面化学株式会社製）を用
いて、下記条件で楕円フィッティング法によって測定した。
　・ヘキサデカンをプラスチックシリンジに入れて、その先端にテフロンコートステンレ
ス製の針を取り付けて評価面に滴下した。
　・ヘキサデカンの滴下量：２μＬ
　・測定温度：２５℃
　ヘキサデカンを滴下して４秒経過後の接触角を、防曇防汚層表面の任意の１０か所で測
定し、その平均値をヘキサデカン接触角とした。
【０１０１】
＜呼気防曇性＞
　２５℃３７％ＲＨの環境で、防曇防汚層の表面に対して、該表面から法線方向に５ｃｍ
離れた距離から息を大きく１回吐きかけた後直ちに、目視で表面を観察し、下記評価基準
で評価した。
〔評価基準〕
　○：　防曇防汚層表面に外観変化が全くなかった。
　×：　防曇防汚層表面に、白い曇り、水膜形成などの、外観変化が確認された。
【０１０２】
＜防汚試験＞
　防曇防汚層の表面に市販の油性ペン（油性ペン：マッキー、ＺＥＢＲＡ社製）を接触さ
せた。そして、防曇防汚層の表面のインクの状態（弾き）を目視で確認し、以下の評価基
準で評価した。
〔評価基準〕
　○：　インクが弾かれる。
　×：　インクが付着する。
【０１０３】
＜払拭試験＞
　防曇防汚層の表面に市販の油性ペン（油性ペン：マッキー、ＺＥＢＲＡ社製）を接触さ
せた。そして、防曇防汚層の表面のインクをティッシュ（大王製紙株式会社製、エリエー
ル）で３回、円を描くように拭いた後の状態を目視で確認し、その後、呼気防曇性試験を
行った。以下の評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：　インクが拭き取れ、呼気試験後、防曇防汚性表面に外観変化が全くなかった。
　×：　インクが拭き取れない、及び／又は、防曇防汚層表面に、白い曇り、水膜形成な
どの、外観変化が確認された。
【０１０４】
（実施例１）
＜防曇防汚積層体の作製＞
　樹脂製基材として、三菱ガス化学株式会社製のＦＥ－２０００（ＰＣ基材、平均厚み１



(20) JP 2017-100452 A 2017.6.8

10

20

30

40

８０μｍ）を用いた。
【０１０５】
　次に、下記組成の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を、塗布厚みが４μｍとなるよう
に、前記樹脂製基材上に塗布した。メタルハライドランプを用いて、窒素雰囲気下、照射
量１，８００ｍＪ／ｃｍ２で紫外線を照射して、防曇防汚層を硬化させ、防曇防汚積層体
を得た。
【０１０６】
－活性エネルギー線硬化性樹脂組成物（合計１００質量％）－
　・ＮＫエステル　Ａ－ＧＬＹ－２０Ｅ（新中村化学工業株式会社製）６７．３０７質量
％
　・ＰＥＴＩＡ（ダイセルオルネクス株式会社製）　　　　　　　　２８．８４６質量％
　・ＫＹ１２０３（信越化学工業株式会社製）　　　　　　　　　　　０．９６２質量％
　・イルガキュア　１８４Ｄ（ＢＡＳＦ社製）　　　　　　　　　　　２．８８５質量％
【０１０７】
　得られた防曇防汚積層体について、上述の評価に供した。結果を表１－１に示した。
【０１０８】
（実施例２～８、及び比較例１～４）
　実施例１において、塗布厚み、及び活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の配合を、表１
－１、及び表１－２に記載の塗布厚み、及び活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の配合に
変更した以外は、実施例１と同様にして、（防曇防汚）積層体を得た。
【０１０９】
　得られた（防曇防汚）積層体について、上述の評価に供した。結果を、表１－１及び表
１－２に示した。
【０１１０】
（比較例５）
　樹脂製基材と、表１－２に記載の配合の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物とを用い、
特開２０１４－１５９１５４号公報の実施例１に記載されたガラスロール原盤を用いた微
細凹凸構造の製造方法で、微細凹凸構造を有する積層体を得た。
　なお、得られた積層体の微細凹凸構造は、特開２０１４－１５９１５４号公報の〔０１
７７〕〔表２〕の実施例１に記載の樹脂層の凹凸構造と同じである。
【０１１１】
　得られた積層体について、上述の評価に供した。結果を、表１－２に示した。
【０１１２】
【表１－１】

【０１１３】
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【表１－２】

　表１－１、及び表１－２中の配合量の単位は、質量％である。
【０１１４】
　表１－１及び表１－２中の各種材料は以下のとおりである。
〔親水性モノマー〕
　・ＮＫエステル　Ａ－ＧＬＹ－２０Ｅ：新中村化学工業株式会社製
　　エトキシ化グリセリントリアクリレート
　　（構造中に含まれるポリエチレンオキサイド鎖の繰り返し単位の合計数：２０）
　・ＮＫエステル　Ａ－ＴＭ－３５Ｅ：新中村化学工業株式会社製
　　エトキシ化ペンタエリスリトールテトラアクリレート
　　（構造中に含まれるポリエチレンオキサイド鎖の繰り返し単位の合計数：３５）
　・ＮＫエステル　Ａ－６００：新中村化学工業株式会社製
　　ポリエチレングリコールジアクリレート
　　（構造中に含まれるポリエチレンオキサイド鎖の繰り返し単位の合計数：１４）
【０１１５】
〔その他のモノマー〕
　・ＰＥＴＩＡ：ダイセルオルネクス株式会社製
　　ペンタエリスリトールトリアクリレートとペンタエリスリトールテトラアクリレート
の混合物
　　（構造中に含まれるポリエチレンオキサイド鎖：なし）
　・ＥＢＥＣＲＹＬ　４０：ダイセルオルネクス株式会社製
　　ペンタエリスリトールエトキシテトラアクリレート
　　（構造中に含まれるポリエチレンオキサイド鎖：なし）
　・アロニックスＭ３１３：東亜合成工業株式会社製
　　イソシアヌル酸基含有アクリレート
【０１１６】
〔撥水性モノマー〕
　・ＫＹ－１２０３：信越化学工業株式会社製
　　末端（メタ）アクリル変性パーフルオロポリエーテル系添加剤
　・オプツールＤＡＣ－ＨＰ：ダイキン工業株式会社製
　　末端（メタ）アクリル変性パーフルオロポリエーテル系添加剤
【０１１７】
〔開始剤〕
　・イルガキュア１８４Ｄ：ＢＡＳＦ社製
【０１１８】
　実施例１～８では、防曇防汚層が、親水性分子構造を含有し、前記防曇防汚層の表面の
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純水接触角が、９０°以上であって、親水性分子構造を含有することにより、呼気防曇性
、及び防汚性に優れる防曇防汚積層体が得られた。
【０１１９】
　比較例１では、撥水性モノマーを含有しないため純水接触角が９０°未満であり、防汚
性、払拭性に劣る積層体となった。
　比較例２～３は、親水性モノマーの含有量が少ない為、呼気防曇性に劣る積層体となっ
た。
　比較例４は、表面の純水接触角が９０°未満であるため、防汚性、払拭性に劣る積層体
となった。
　比較例５は、親水性モノマーを所定量含有し、かつ表面の純水接触角が９０°以上であ
るが、凹凸構造を有する為、防汚性、払拭性に劣る積層体となった。
【０１２０】
（実施例９）
　実施例５において、塗布厚みを１０μｍとした以外は、実施例５と同様にして、防曇防
汚積層体を得た。
　得られた防曇防汚積層体について、実施例５と同様の評価を行った。更に、干渉ムラの
評価を行った。結果を表２に示す。実施例５は、干渉ムラ評価結果が△であるのに対して
、実施例９では、○であった。
【０１２１】
＜干渉ムラの評価方法＞
　防曇防汚積層体をその評価面（防曇防汚層表面）が上になるように黒色アクリル板（三
菱レイヨン株式会社製、商品名：アクリライト）に両面粘着シート（日東電工株式会社製
、商品名：ＬＵＣＩＡＣＳ　ＣＳ９６２１Ｔ）を用いて貼合した。次に、白色蛍光灯下に
て評価面を観察し、下記評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：評価面は黒く、干渉ムラが確認できなかった。
　△：評価面はわずかに色付き、干渉ムラがかすかに確認された。
　×：評価面は緑色や赤色等に色付き、干渉ムラが確認された。
【０１２２】
【表２】

【０１２３】
（実施例１０）
　実施例９で作製した防曇防汚積層体を４００℃の雰囲気に１３秒間曝し、真空成型によ
り、凹面が防曇防汚層となるように、φ８０ｍｍの８カーブレンズ状に成型した。防曇防
汚層に傷付き、クラック、剥離などの外観不良はなかった。その後、トムソン刃でφ８０
ｍｍの８カーブレンズ状防曇防汚積層体を打ち抜いた。これをインサート成型用金型にセ
ットし、溶融したポリカーボネートを充填後、ポリカーボネートが固化するまで冷却した
。その後、金型を開き、凹面が防曇防汚層の８カーブレンズを得た。得られた８カーブレ
ンズをそのままハードコート層形成工程（レンズ洗浄→ハードコート液へ浸漬→乾燥→硬
化）に適用した結果、防曇防汚層表面にはハードコート層が形成されず、凸面側にのみハ
ードコート層を形成することができた。その後、防曇防汚層側の呼気防曇性評価、防汚試
験、払拭試験を行った結果、全て○であった。
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【０１２４】
（実施例１１）
　実施例９で作製した防曇防汚積層体を５００℃の雰囲気に７秒間曝し、真空成型により
、凹面が防曇防汚層となるように、φ８０ｍｍの８カーブレンズ状に成型した。防曇防汚
層に傷付き、クラック、剥離などの外観不良はなかった。その後、トムソン刃でφ８０ｍ
ｍの８カーブレンズ状防曇防汚積層体を打ち抜いた。
　次に、同様にして、φ８０ｍｍの８カーブレンズ状防曇防汚積層体をもう一つ作製した
。
　これら２つの８カーブレンズ状防曇防汚積層体（φ８０ｍｍ）をダブルインサート成型
用金型にセットし、溶融したポリカーボネートを充填後、ポリカーボネートが固化するま
で冷却した。その後、金型を開き、凹面及び凸面の両側が防曇防汚層の８カーブレンズを
得た。その後、両側について呼気防曇性評価、防汚試験、払拭試験を行った結果、全て○
であった。
【０１２５】

【表３】

【０１２６】
（実施例１２）
＜防曇防汚積層体の作製＞
　無機基材として松浪硝子工業株式会社製のＳ９２１３（ガラス基材、厚み１．２ｍｍ～
１．５ｍｍ）を用いた。
【０１２７】
　下記組成の溶液を塗布厚みが１００ｎｍとなるように無機基材上に塗布した。１１０℃
で３０分加熱処理してアンカー層を形成した。
【０１２８】
－溶液（合計１００質量％）－
　・ＫＢＭ－５０３（信越化学工業株式会社製）　１質量％
　・ｉ－プロパノール　４９．５質量％
　・純水　４９．５質量％
【０１２９】
　次に、実施例１で使用した活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布厚みが３０μｍと
なるようにアンカー層の上に塗布した。メタルハライドランプを用いて、窒素雰囲気下、
照射量１，８００ｍＪ／ｃｍ２で紫外線を照射して、防曇防汚層を硬化させ、防曇防汚積
層体を得た。
【０１３０】
　得られた防曇防汚積層体について、上述の評価に供した。結果を表４に示した。
【０１３１】

【表４】

【０１３２】
　また、防曇防汚層の密着性をＪＩＳ　Ｋ　５４００に従い碁盤目（１ｍｍ間隔×１００
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マス）セロハンテープ（ニチバン株式会社製、ＣＴ２４）剥離試験により評価した結果、
密着性は良好で１００／１００（剥離が０箇所）であった。
　なお、アンカー層を設けることにより、防曇防汚層の密着性が非常に向上した。
【産業上の利用可能性】
【０１３３】
　本発明の防曇防汚積層体は、ガラス窓、冷蔵・冷凍ショーケース、自動車のウインドウ
等の窓材、浴室内の鏡、自動車サイドミラー等の鏡、浴室の床及び壁、太陽電池パネル表
面、防犯監視カメラなどへ貼り合わせて用いることができる。また、本発明の防曇防汚積
層体の一態様は、成形加工が容易であることから、インモールド成形、インサート成形を
利用して、眼鏡、ゴーグル、ヘルメット、レンズ、マイクロレンズアレイ、自動車のヘッ
ドライトカバー、フロントパネル、サイドパネル、リアパネルなどに用いることができる
。
【符号の説明】
【０１３４】
　２１１　　樹脂性基材
　２１２　　防曇防汚層

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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